第５６回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成1９年９月１２日（水）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地

　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　　　　８名

 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)        　５名

出席委員氏名　　
清水義一
荻生昌平

冨山治子

横山　勝

渡辺　迅

欠席委員氏名　 千野慎一郎

　　村松晶子

井上純代

　　　　　　　　
放送事業者　　　佐藤恭平

伊藤迪彦
４．議　　題
　　　平成1９年９月１２日（水）２０:００～２０:３０放送　　　　　　番組名　ひろこの音部屋

７月より毎週水曜日に放送している番組。６月までの同じパーソナリティーの「さくまひろこ」さんがIT’S　BARという番組の後継として放送している番組。番組内容はシンガーソングライターの「さくまひろこ」さんのパーソナリティーで音楽といろいろなジャンルの話題で構成する３０分の番組。制作は「FM熱海･湯河原」で全国１６局のコミュニティーFM局で放送している。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中お集まり頂きましてありがとうございます。今回は第５６回目となります。本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表にあります様に毎週水曜日午後８時００分から放送の「ひろこの音部屋」という３０分間の番組です。この番組は以前に同じ時間帯にIT’S BARという番組を放送しておりましたが同じパーソナリティーの「さくまひろこ」さんがパーソナリティーを勤める「ひろこの音部屋」という番組です。この番組は同じ県内のエフエム熱海・湯河原の制作で全国で１６局のコミュニティーFM局で放送しているとのことです。さくまひろこさんのいろいろなジャンルの話題の喋りと音楽で構成する番組です。それではお聞き頂きます。
（　番　組　聴　取　）・・・

（清水委員長）　それでは審議に入ります。今回は荻生先生から順にご意見をお願いします。

（荻生委員）　  　この方はライブを主にやっておられる方ですね。ライブというのは音もあるけれど実像があるので目に見える形で伝える部分もありますね。ラジオ放送というのは音だけで実像が無い形ですね。私は音楽の演奏もやっていますが、ものを伝えるのに目からの情報が無いですから、音楽で言えば芯の音と倍音とありますが、倍音というのは言わば真綿に包んだような心地良い音の反面、情報そのものは伝わらないですね、芯の音がはっきりしないと意識はは伝わりません。今回聞いた番組に対して何を言いたいかというとエコーのかけ方ですね。番組の後半は幾分よくなっていましたが。はじめの方は何を言っているのか聞き取り難い感じでした。実際には音楽というのは言葉を伝える為にあり、メロディーはそれをきわだたせる為にあるのが基本ですね。エコーに包んだ音楽や歌は何を伝えようとしているのか肝心なところが良くわからない。放送というのは言葉が芯で音楽は言葉をフォーカスする為のものですね。そういう意味で言えば喋りと音楽でエコーのかけ方を変えるとか考えて言葉とか歌の中の詩をしっかりと伝える工夫がないとただイメージだけで情報を伝えようとしても駄目ですね。肝心なところがぼけてしまって良くわからない、例えばベルマークの話をしていましたが何のマークかよくわからない。他の話も、わかろうと努力して聞いていると疲れてしまう。

内容的なものは車の話とか夏休みの宿題の話で時期的にも良いし、自分たちが持っていたものを引き出して、そこから話題をひろげていくのは良いですね。　　　　　　　　

　　　　　　　　

（渡邊委員）　　　目次といいますか番組の当初に目次の形で今日の話題は夏休みの宿題についてと車への話と言っていたのでその後は非常に聞き易かったと思いました。それと、音部屋ということで、半分くらいは音楽を流されていてほとんどフルコーラスだったですかね。この方のファンというか番組や選曲に共感されている方にとっては非常に面白い構成かなと思いました。この番組はエフエム熱海・湯河原が作られていてコミュニティーＦＭ１６局ネットで放送されているという事で地域エフエムと言うよりは多分ネットワークを意識した番組かなと言う感じもしました。自分たちの沼津青年会議所のコーストエフエムの番組は沼津という地域を非常に意識した番組作りをしているので、この番組の様にネットワークを意識した番組作りという事も考えにいれる必要性など参考になる部分もありました。それと、パーソナリティーが静岡のというコメントをいれるなど意識された配慮があるなどが良いと思います。また、パソコンの環境とラジオの結びつきをうまく引き出していたので、パソコンの環境があるところでラジオを聞いているような人たちが居ることでそういう環境でのラジオの可能性などを我々青年会議所の番組についてもこの辺のアイディアをうまく生かしていきたいなと思いました。

（横山委員）　　　シンガー・ソング・ライターと言うので喋りのプロではないので最初は少し聞き難いとな感じました。ＢＧＭをもう少し低くしたらわかり易くなると思いますが。でもなんとなく温かみがある人柄が受け取れますので、この方のファンにとってはこれで良いのかなと思いますし、１６局も放送されているという事で人気もあり、ファンクラブ的になればとても良いのかなと思えます。あと、最後のところで自分のライブの予定をズラズラと長く紹介していましたが、毎週ある番組としたら、１０月の予定など１ヶ月先まで言わないで直近の予定で十分だと思います。すこしわずわらしい感じがします。ただ、内容はイージーに聞いている分には良い番組ではないかと思いました。

　　　　　　　　

（冨山委員）　　　３０分番組としては、お話があって、曲がかかって、リスナーのメッセージの紹介もあってまとまりもあって長さ的にも３０分という番組構成として聞き易いと思いました。お喋りの声と歌声は違うのはよくありますが、歌になるとさすがプロとして声もはっきりしていましたが、マイクを通してお喋りになるとあまりはっきりしない感じを受けました。また１６局ネットということもあって全国的に放送されていてメッセージも他県の事も紹介されていたのでちょっと違和感も感じていましたが、こういうＦＭ局の番組もありかなと思いました。

　　　　　　　　それから、毎回思うのですが、どういう思いで曲を選んだかという事をしっかりと伝えて欲しいと思います。１曲目は大抵説明があるのですが、２曲目、３曲目は何の説明もなく流れてしまう事がありますね。お喋りについてももう少しポイント・ポイントをおさえて話をまとめていけばわかり易く聞きやすいと思いました。

（清水委員長）　　この番組は車の中でさらっと聞いている条件ですと抵抗なく心地良く３０分間を聞き流すことができますね。私は車のなかで聞く事が多いのですが、番組が代わったとたん、内容や話す言葉に違和感を感じてスイッチを切ってしまう場合もありますがこの番組はそう言う事はないですね。ただ、この場の様に静かなところで内容をしっかりと聞こうとして聞くと他の委員の皆さんがご指摘するように聞きにくいところと違和感が少しありますね。話を聞き耳たてて聞く内容ではない場合は音楽の一部として聞き流すような場合はそれで良いと思います。それと喋りも慣れているということもあって聞き流せるということもありますね。

（荻生委員）　　　ライブなどの案内を聞いていると沼津だけでなく東京方面や各地の方向けの番組ですね。ただ、非常にエコーをかけすぎているので話の内容が聞きにくいですね。まあ、フォークソングなどの歌は言葉が重要で何を伝えたいかをクリアーに聞かせないとだめですね、クリアーにすればもっと良いと思いますが、エコーで誤魔化して聞かせるのはよくないですね。なんとなく聞き流すＢＧＭ的になってしまっていますね。話の内容も一般的で知らなくても取り立てて差しさわりがないので聞き耳起てなくても音楽とともに聞き流せるようですね。

（横山委員）　　　番組名が音部屋という事でしょうか、気楽に音楽と喋りを聞き流す音部屋ですね。なんとなく温かみのある声の雰囲気がありますね。　　　　　　　　

　　　　　　　　

（冨山委員）　　　無難にまとまっていると言うところがありますね。

（荻生委員）　　 番組中の喋りは普段の声と違うのではないですか。少し営業的な作った喋りをしていますね。普通の会話はもう少し音程が低い声ではないでしょうか。でも、独特の雰囲気がありますね。それが多くのリスナーに受け入れられているのでしょうね。

（会社側：佐藤）　以前コーストにも収録で度々来社しましたが、実際に本人に会って話してみると番組と違う印象をもつかもしれません。それとコーストエフエムの事務所のカウンターにはさくまさんのＣＤを置いてあります。いろいろと人によって好みがあろうかと思いますがよろしかったらお買い求めください。

（清水委員長）　　ご意見をまとめると、この番組は可もなく、不可もなくというところですかね。

　　　　　　　　ところで、シンガー・ソング・ライターというのは曲が先ですか、詩が先ですか。

（荻生委員）　　　詩が先ではないでしょうか、詩が先に出来てそれにメロディーをつけるのが通例でしょう、ですから曲はそれほど高度のものは少ないですね。この間、面白い話を聞きました。音楽を作る者の序列ですが、一番上が作詞家、次が作曲家、次がアレンジャー、最後が歌い手、演奏者の順と言う事だそうです。なるほどですね、言葉を伝える為に音楽があるということが基本ですから。

　　　　　　

（清水委員長）　　そういえば色々とありましたね、歌詞を変えて歌ったらたらいけないとか問題になりましたね。

　　　　　　　　　　　　以下しばらく雑談　（安部総理の辞職の話題など）・・・・

（清水委員長）　　では、いろいろとご意見が出ましたが今回はこれで審議終了とします。次回は１１月ですね。またよろしくお願いします。

（会社側：伊藤）　そうですね。１１月の７日か１４日の水曜あたりですね。また時期が来ましたらご案内を出します。

　　　　　　　　　

（渡邊委員）　　　１４日は沼津で技能五輪国際大会開催中ですね。ちょっとスケジュール的に無理と思いますので７日でどうでしょうか。

（清水委員長）　　他の委員の皆様はいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　・・・・・

では、次回は１１月７日ということにします。それではまたよろしくお願いします。

（会社側：佐藤）　色々と貴重なご意見ありがとうございました。

本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について

　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は制作元に伝えました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。

　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成1９年１１月７日（水）ＰＭ６：００より行う。
様式４－２








